
 

 

 

 
 

 

 

レクイエム・プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

被災地、ひと、地域が 

いつしか つながっていく 

市民参加型の合唱プロジェクト 

 

レクイエム・プロジェクトは 

2018年 

10周年を迎えます。 

 

 

このプロジェクトはこれまでに 

長崎市 被爆70周年・記念事業 

平成28年度 宮城県文化芸術の力による心の復興支援事業 

などに採択されています。 

  



 

失われた “いのち” 傷ついた心 

破壊されたふるさとや自然。 

 

音楽に何が出来るのか？ 

音楽に果たせる役割があるのか？ 

 

被災地・神戸と深く関わり続けてきた 

作曲家・上田益が主宰し 

ひとつの形にしたものが レクイエム・プロジェクトです。 

 

悲しみや苦しみを分かち合い 

追悼 そして明るい未来への願いを ”うた” に託し 

生かされた “いのち” と それぞれの思いを重ねて 

伝えていく 

 

そんなプロセスを大切にしています。 

 

被災地の詩人と共に上田益が書下ろす 

追悼と希望の合唱作品などを共に歌うことで 

被災地、ひと、地域が 

いつしか つながっていく 

市民参加型の合唱プロジェクト 

 

それがレクイエム・プロジェクトです。 

 
 
 

＜これまでの累計：全国の合唱団参加者のべ 約3,000人、コンサート来場者数 20,000人以上＞ 

 

 

 

 

 

（写真：陸前高田 奇跡の一本松、2012年1月10日撮影） 



ご挨拶 

 

レクイエム・プロジェクト実行委員会代表（主宰者） 

作曲家 : 上田 益（うえだ すすむ） 

 

2008年に神戸で始まった「レクイエム・プロジェクト」も、2018

年に10周年を迎えることになりました。各地でご尽力下さっている

指導者の先生方、ピアニスト、オーケストラ・メンバーの方々、 

そしてこのプロジェクトを行わなければ、きっと出会うことが 

なかった詩人の方々、8年にわたり特別協賛をいただいている 

(株)ケー・エフ・シー様をはじめ、ご賛同とお力添えをいただいて

いる多くの方々に支えられて、ここまで続けられたことに心から 

感謝申し上げます。 

そしてこの活動の趣旨に賛同し、合唱団に参加してくださって 

いる多くの皆さまとともにここまで歩んできた時間は、私にとり 

まして貴重であると同時に、かけがえない宝物です。 

2018年1月21日（日）には、神戸文化ホール大ホールに於きまして、10周年の記念演奏会を開催致し 

ます。各地の合唱団有志・指導者・ピアニストも多数集まるその演奏会は、この10年間の集大成である

と同時に、今後も継続していくこのプロジェクトの活動と思いが、より多くの方々に伝わり、広がって

いくための大切な機会だと思っております。 

どうか、これからも「レクイエム・プロジェクト」へのお力添えを、心からお願い申し上げます。 

 

◆上田 益 プロフィール 

・1956年、大阪に生まれる。京都市立芸術大学音楽学部作曲専攻卒業。廣瀬量平氏に師事。京都音楽協会賞受賞。 

・1980年、文化庁芸術家国内研修員に選出され、東京において研鑽を積む。 

・1982年、関西での本格的な活動を開始し、以後1994年秋に拠点を東京に移すまで、クラシック音楽の演奏家からの 

委嘱により、数多くの作品を発表。また自らも作品展を２度開催する。 

・1989年、福井市制100周年記念式典の音楽を担当。 

・1994年、広島アジア競技大会「開会式」「閉会式」のパフォーマンス音楽を担当。この年の秋に、創作活動の拠点を 

東京に移し、以後現在に至るまで、サウンド・プロデュース、TV番組テーマ、ドラマ、アニメなど様々なジャンルに 

おける創作活動を行う。 

・1998年、長野オリンピック・公式楽曲「WINTER FLAME」を作曲。 

・1999年～現在（プロジェクト関連） 

 神戸ルミナリエ会場演出用の音楽を1999年から現在まで18年間担当。2005年からは阪神・淡路大震災犠牲者のための 

「追悼コンサートいのりのとき」を神戸市内で毎年開催。2008年2月から準備をはじめ、2010年1月17日（震災から15

年）に向けた「レクイエム・プロジェクト」を、その年の6月より神戸で実施。「追悼と希望」「大切ないのちへの思い」

をテーマとしたこの活動は、自然災害や戦災で傷ついた地域に広がり、神戸・東京・沖縄・長崎・兵庫県佐用町、そして

東日本大震災の被災地、仙台・南相馬・北いわて（久慈市、野田村を中心とする岩手北部沿岸地域）、気仙沼でこれまで

実施され、そのほとんどで現在も継続した活動を行っている。 

海外でもレクイエム・プロジェクトのコンサートが行われ、2012年にはプラハ（ドヴォルザーク・ホール）、2014年

にはウィーン・聖シュテファン大聖堂主催の公式グランドコンサートにおいて、「レクイエム～あの日を、あなたを忘れ

ない～」などを演奏。10分間以上のスタンディング・オベーションが続き、教会でのコンサートとしては異例の反響と 

なった。また2016年9月には、バチカン教皇庁の特別な許可により、復興祈念、平和への祈りを目的としたレクイエム・

プロジェクト「バチカン・イタリア特別公演」を行い、サン・ピエトロ大聖堂、システィーナ礼拝堂（以上バチカン）、

聖フランチェスコ聖堂（アッシジ）、サンタ・トリニータ教会（フィレンツェ）で、各被災地からの合唱団有志らと共に

演奏を行い、大成功を収めた。さらにはこの公演に際し、新作「Missa Brevis - precatio pro pace - 」（全楽譜出版社

刊）を、フランシスコ法王に献呈する栄誉を与えられた。 

 

上田益 公式ホームページ http://www.composer-ueda.com/ 

http://www.composer-ueda.com/


プロジェクトを応援していただいている自治体・団体 

 

■助成いただいた財団など 

●公益財団法人ひょうご震災記念21世紀機構●ひょうご安全の日推進県民会議●(公財)関西・大阪21世紀 

協会●(公財)宮城県文化振興財団●仙台市市民文化事業団●(財)朝日新聞文化財団●(財)三菱UFJ信託地域 

文化財団●(公財)大阪コミュニティ財団●(財)アサヒビール芸術文化財団●JR西日本あんしん社会財団 

●私的録音補償金管理協会●(公財)エネルギア文化・スポーツ財団●(公財)松園尚巳記念財団●(公財)十八 

銀行社会開発振興基金●宮城県 文化芸術の力による心の復興支援助成 

 

■ご後援いただいた自治体、新聞社、放送局など 

●東京都●兵庫県●沖縄県●長崎県●広島県●宮城県●福島県●神戸市●長崎市●広島市●仙台市 

●南相馬市●札幌市●五島市●佐用町●兵庫県教育委員会●長崎県教育委員会●広島県教育委員会●神戸市

教育委員会●那覇市教育委員会●浦添市教育委員会●長崎市教育委員会●五島市教育委員会●広島市教育 

委員会●南相馬市教育委員会●佐用町教育委員会●久慈市教育委員会●洋野町教育委員会●野田村教育 

委員会●普代村教育委員会●葛巻町教育委員会●札幌市教育委員会●朝日新聞●読売新聞●神戸新聞●沖縄

タイムス●琉球新報●河北新報社●中国新聞社●福島民報社●福島民友新聞社●岩手日報社●デーリー東北

新聞社●北海道新聞社●NHK神戸放送局●NHK沖縄放送局●NHK長崎放送局●NHK 広島放送局●NHK仙台

放送局●NHK福島放送局●NHK盛岡放送局●毎日放送●朝日放送●関西テレビ●読売テレビ●琉球放送 

●琉球朝日放送●沖縄テレビ●長崎放送●テレビ長崎●長崎文化放送●長崎国際テレビ●中国放送 ●広島 

テレビ●広島ホームテレビ●テレビ新広島●東北放送●東日本放送●ミヤギテレビ●仙台放送●福島中央 

テレビ●福島放送●テレビユー福島●福島テレビ●サンテレビジョン●長崎ケーブルメディア●ニッポン 

放送●ラジオ関西●ラジオ沖縄●エフエム沖縄●エフエム長崎●広島エフエム●(財)神戸新聞文化財団

●(財)対馬丸記念会●中華人民共和国大阪総領事館●駐神戸大韓民国総領事館●タイ王国大阪総領事館 

●駐日トルコ共和国大使館●在大阪イタリア総領事館●在大阪インドネシア総領事館●日本中国文化交流 

協会●在チェコ日本国大使館●三陸鉄道(株)●(公財)音楽の力による復興センター東北●九州商船(株) 

●エフエム岩手●ダナス・プランニング●全音楽譜出版社●カワイ出版 ほか 

 

■ご協賛いただいた企業、自治体、財団 

＜特別協賛＞●（株）ケー・エフ・シー ※2010年より毎年 ＜自治体協賛＞長崎市（被爆70周年事業） 

＜協賛＞●三菱東京UFJ銀行●全日本空輸（株）●（株）日立製作所●（財）沖縄美ら島財団●さんちか 

●（株）伊丹産業●伊丹シティホテル●（株）関西スーパーマーケット●日本エスリード（株）●日東物産 

●敷島製パン労働組合神戸支部●敷島製パン労働組合神戸冷食支部●（有）平中鉄工所●北リアス病院 

●(株)丸才●宮城建設(株) ほか 

 

■活動を記事掲載していただいた新聞社、出版社 

●朝日新聞●読売新聞●毎日新聞●産経新聞●神戸新聞●長崎新聞●河北新報●沖縄タイムス●琉球新報 

●福島民報社●福島民友新聞●岩手日報●デーリー東北●西日本新聞●中国新聞●音楽之友社  

 

■活動をニュースや特集などで放送していただいたテレビ局、ラジオ局 

●NHK神戸放送局●NHK長崎放送局●NHK仙台放送局●NHK沖縄放送局●ミヤギテレビ●毎日放送 

●朝日放送●長崎放送●テレビ長崎●長崎文化放送●長崎国際テレビ●サンテレビジョン●ラジオ関西

●NBCラジオ●CAT-V 仙台ケーブルテレビ●長崎ケーブルメディア 

 

 

（写真：南相馬市萱浜 菜の花と鯉のぼり、2013年5月15日撮影） 



現在までのプロジェクト実施地域、関連活動地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜海外での活動＞ 

●プラハ（チェコ）：2012 年４月 1 日、東日本大震災チャリティーコンサートをドヴォルザーク・ホールでプラハ・フィルと開催。

日本から神戸・東京の声楽ソリスト 5 人と合唱団有志 17 人が参加。 

●ウィーン（オーストリア）：2014 年 10 月 11 日、聖シュテファン大聖堂主催公式コンサート。東日本大震災から 3 年を迎え、その 

追悼の思いを込め、神戸・東京の声楽ソリスト（指導者）8 人、仙台、南相馬、東京、神戸、広島、長崎から参加したプロジェクト 

合唱団有志、そして仙台フィルメンバー4 人を含む総勢 158 人と現地のプロ・オーケストラにより演奏。 

●復興祈念と平和への祈りを込め、バチカン教皇庁の特別な許可を得て、「バチカン・イタリア特別公演」を実施。サン・ピエトロ 

大聖堂ミサでの演奏、システィーナ礼拝堂での献唱（以上バチカン）、聖フランチェスコ聖堂（アッシジ）、サンタ・トリニータ教会 

（フィレンツェ）での演奏会を行う。声楽ソリスト 4 人と各地のプロジェクト合唱団有志、総勢 106 人により演奏。 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

■ 

■ 

●神戸（2008～現在） 

阪神・淡路大震災犠牲者の追悼をきっかけに 2008 年

6 月から活動し、7 月から合唱団の練習を開始。2017 年

6 月に活動 10 年目を迎えます。2016 年までは毎年震災

の日である 1 月 17 日にコンサートを実施。2017 年 

より、他地域の参加者が参加しやすい日程で開催。各地

のプロジェクト・コンサートに毎回有志が多く参加し、

活動の中心的存在。毎年コンサートを開催。 

●兵庫県佐用町（2010 年～現在） 

 2009 年に発生した水害犠牲者の追悼をきっ

かけに活動を開始。2017 年 11 月に、活動 

8 年目を迎えます。数年に 1 回コンサートを 

開催するほか、積極的に合唱団としての定期 

演奏会を行っています。 

●仙台（2013 年～現在） 

 東日本大震災犠牲者の追悼をきっかけに活動

を開始。東日本大震災被災地の中心的活動地域と

して、100 名を下らない団員が常時在籍。毎年 

1 回、コンサートを開催。大船渡や陸前高田の 

人たちも、毎年仙台のコンサートに参加して 

います。2017 年 4 月に活動 5 年目を迎えます。 

●東京（2010 年～現在） 

 2017 年 4 月に活動 8 年目を迎えます。各地のプロ

ジェクト・コンサートに毎回有志が多く参加し、神戸

とともに活動の中心的存在。東京大空襲、関東大震災

などの災害を活動根拠としています。数年に 1 回コン

サートを開催するほか、不定期に合唱団としての定期

演奏会を行っています。 

●長崎（2012 年～現在） 

 原爆犠牲者の追悼をきっかけに活動を開始。趣旨に賛同

し、公募により集まった合唱団員数は全国でも有数で、100

名を切ることはありません。2015 年のコンサートは、長崎

市被爆 70 周年事業に採択され、浦上天主堂に約 1200 人の

来場者を迎えて追悼コンサートを行いました。2017 年 9 月

で活動 6 年目を迎えます。毎年コンサートを開催。 

●北いわて（2013 年～現在） 

 東日本大震災犠牲者の追悼をきっかけに活

動を開始。久慈、野田村を中心に、八戸や盛

岡を含む周辺地域からも参加。2017 年 12 月

に活動 5 年目を迎えます。 

●広島（2013 年～現在） 

 原爆犠牲者の追悼をきっかけに活動を

開始。さらに 2014 年に発生した大規模 

土砂災害犠牲者の追悼も加わる。2017 年 

3 月に活動 5 年目を迎えます。ほぼ毎年 

コンサートを開催。 

●気仙沼（2015 年） 

東日本大震災犠牲者の追悼をきっかけに、

期間を区切って活動。 

●南相馬（2013 年～2014 年） 

東日本大震災犠牲者の追悼を 

きっかけに、期間を区切って 

活動。 

●沖縄（2010 年～2015 年） 

 沖縄戦の犠牲者追悼を 

きっかけに活動を開始。

2015 年の沖縄戦終結 70 年

を機に、活動休止。 

■札幌（2012 年 3 月 11 日） 

東日本大震災チャリティーコンサート

実施。神戸と東京の団員有志が参加。 

■福島（2012 年 3 月 16 日） 

東日本大震災チャリティーコンサート 

実施。東京の指導スタッフ、団員有志が 

参加。 



プロジェクトで生まれた合唱曲の刊行楽譜・CD （2017年1月末現在） 

※作曲はいずれも、上田益 

◆レクイエム～あの日を、あなたを忘れない～＜ラテン語テキスト、出版：全音楽譜出版社＞（全10曲） 

◆スターバト・マーテル～悲しみの聖母～＜ラテン語テキスト、出版：全音楽譜出版社＞（全10曲） 

◆ミサ・ブレヴィス～平安への祈り～、アヴェ・マリア＜ラテン語テキスト、出版：全音楽譜出版社＞（全7曲） 

◆和合亮一：作詩 混声合唱組曲「黙礼」＜出版：カワイ出版＞（全5曲） 

◆和合亮一：作詩 女声合唱組曲「黙礼」＜出版：カワイ出版＞（全5曲） 

◆伊波希厘：作詩 混声合唱組曲「遥かなる海へ」＜出版：全音楽譜出版社＞（全4曲） 

◆伊波希厘：作詩 女声合唱組曲「遥かなる海へ」＜出版：全音楽譜出版社＞（全4曲） 

◆和合亮一：作詩 混声合唱組曲「光と木の影に」＜出版：カワイ出版＞（全4曲） 

◆和合亮一：作詩 女声合唱組曲「光と木の影に」＜出版：カワイ出版＞（全4曲） 

◆伊波希厘：作詩 女声合唱のための「4つの愛のうた」＜出版：全音楽譜出版社＞（全4曲） 

◆宇部京子、上田益 ほか：作詩 

混声合唱のための「ふるさとのうた いのちのうた」＜出版：全音楽譜出版社＞（全6曲） 

◆伊波希厘：作詩 児童（女声）合唱組曲「今この時を」＜出版：全音楽譜出版社＞（全4曲） 

◆宇部京子：作詩 女声（児童）合唱のための「三陸
さ ん

鉄道
て つ

が行く～小さな村の物語～」(全7曲) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

＜CD＞Amazonならびにパナムジカで販売 

●レクイエム～あの日を、あなたを忘れない～ ※プラハ・レコーディング 

●上田益 混声合唱作品集 ●上田益 女声合唱作品集 

 

 

 

 

 

 



組織図（各地合唱団員総計 約450人、小学生から80歳代の方まで在籍。 ※2017年1月末現在） 

 

レクイエム・プロジェクト 

実行委員会（本部） 

＜代表・全体指導＞ 

上田 益 

＜副代表＞ 

高田 薫 

レクイエム・プロジェクト 

神戸いのりのとき合唱団・実行委員会 

代表：上田 益 

指導声楽家：緋田芳江、北爪かおり、栗木充代 

眞木喜規、橘 茂 

ピアニスト：林 葉子、陶山薫子、河村泰子 

レクイエム・プロジェクト 

東京いのりのとき合唱団・実行委員会 

代表：上田 益 

指導声楽家：本宮廉子、横町あゆみ、大塚雅仁 

ピアニスト：田所夕紀 

レクイエム・プロジェクト 

佐用いのりのとき合唱団 

代表：上田 益 

指導声楽家：北爪かおり ピアニスト：林 葉子 

レクイエム・プロジェクト長崎 

合唱団・実行委員会 

実行委員長：大堀 哲（長崎歴史文化博物館 館長） 

合唱指導：大岩しのぶ  

ピアニスト：ゲイル徳子 

レクイエム・プロジェクト広島 

合唱団・実行委員会 

実行委員長：佐伯康則（作曲家・合唱指揮者） 

合唱指導：佐伯康則、大島久美子 

ピアニスト：大下枝里子、柳原真希 

レクイエム・プロジェクト仙台 

合唱団・実行委員会 

実行委員長：工藤欣三郎（合唱指揮者） 

合唱指導：工藤欣三郎、平川敬子、佐賀慶子 

ピアニスト：菅原紀子、千葉祥子 

レクイエム・プロジェクト北いわて 

合唱団・実行委員会 

実行委員長：小林友美 

合唱指導：小林友美 ピアニスト：廣﨑 恵 



プロジェクトのコンセプト、特徴 

心寄せ合うとき  

失われた“いのち”への思いは 

重なり合い 

歌となり 

未来につながる！ 

 

各地の惨禍の犠牲となられた方々への追悼を中心に据えながら  

今を生きる私たち、生かされている私たちが「いのちの意味」を見つめ直し  

「大切ないのち」に対する思い、そして惨禍の記憶を“うた”に託し  

希望にあふれる未来への願いとともに伝えていくことが  

コンセプトです。 

 

コンサートを目的とした、一過性の活動ではなく  

またイベントでもありません。 

 
各地のレクイエム・プロジェクト合唱団は  

毎月 2 回～4 回（地域により回数は異なります）練習しています。 

継続した練習活動の中で、参加者自身が「歌うことの意味」を見つけていく。 

そのプロセスが、一番大切な活動だといえます。 

 

また直近の被災地以外の人たちも  

プロジェクトに参加する中で被災地の思いを共有し  

共感し合えるような活動を目指しています。 

 

各地域でのコンサートは 

「思いを共に伝える」ための大切な機会です。 

 
主宰者・上田益がプロジェクトのために作曲する合唱曲の詩の多くは  

被災地の詩人が、このプロジェクトのために書き下ろしたものです。 

 

被災地の詩人による書下ろしの詩は  

その地域のことを考えるための大切な糸口となり  

参加者だけではなく、コンサートの来場者（被災者でもある）をもつなぐ  

重要なファクターとなっています。 

 

プロジェクトで生まれた楽曲を中心に  

どの地域の合唱団も、ほぼ同じ時期に同じ楽曲を練習しています。 

そのことにより、遠く離れた地域の人たちが、いつでも一堂に会し演奏することが可能です。  

 

 

 

 

 

 

（写真：津波により多数が犠牲になった石巻市大川小学校の校庭にある卒業制作の一部、2014 年 5 月 4 日撮影）



    活動のフォト・ギャラリー 
 

全国各地のプロジェクト合唱団員は、日頃ほぼ同じ曲を練習しています。そのためいつでも他地域のコンサートに自由に

参加することが可能となり、その交流をとおして、いつしか、つながっていくのです。 

                                              

                         

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



海外での活動 
 
■プラハ（2012.3.30～31 CD レコーディング、4.1 東日本大震災追悼チャリティーコンサート 

＜在チェコ日本国大使館：後援＞）ソリスト：本宮廉子、北爪かおり、横町あゆみ、坂口寿一、熊谷隆彦 

オーケストラ：プラハ・フィルハーモニー、合唱：キューン合唱団、神戸、東京の合唱団有志 17 人が参加。 

 

 

 

＜Barrandov studio＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Concert at Rudolfinum＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  



■ウィーン・聖シュテファン大聖堂 主催 公式コンサー（2014.10.11） 
    東日本大震災から 3 年。8 人のソリスト（緋田芳江、本宮廉子、北爪かおり、  

池端 歩、岡本雄一、坂口寿一、緋田吉也、小藤洋平）のほか、各地から 

合唱団員有志と、仙台フィルメンバー有志ら総勢 158 人が参加。 

オーケストラはウィーン・ドーム・オーケストラ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■復興祈念・平和への祈り「ヴァチカン・イタリア特別公演」（2016.9.16～9.25） 
バチカン教皇庁の特別な許可を得て実施。サン・ピエトロ大聖堂ミサでの演奏、システィーナ礼拝堂での献唱（以上バチ

カン）、アッシジ：聖フランチェスコ聖堂での演奏（ミサ・ブレヴィス初演など）、フィレンツェ：サンタ・トリニータ

教会での演奏を行う。ミサ・ブレヴィスはローマ法王への献呈という栄誉を与えられ、バチカンにて法王（当日ご不在）

のご名代・コマストリ枢機卿に楽譜をお預けし、フランシスコ法王にお渡しいただきました。 

ソリスト、各地合唱団員有志総勢

106 人が参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 



主なコンサートの記録（2009年～2017年3月末現在） 

 

 

     

  



 

  



       

 

    

 

      



 

      

 

 

 

 



      

 

 

    

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



活動関連記事（抜粋）など 

 

 

神戸新聞  

2008年12月10日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日新聞 

2009年1月16日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



毎日新聞 2009年1月17日 

 

◆神戸・活動初年度の練習風景（2008年11月22日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産経新聞 2010年12月2日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



読売新聞 2010年10月18日 

 

神戸新聞 2010年11月3日 

  



                               読売新聞 2011年3月20日 

 

 

 

 

 

2011年3月11日 午後2時46分 
 

東日本大震災 発生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸新聞 2011年3月18日 

 

 

 

神戸新聞2011年3月20日 

 

 

 

 

 

 

 



読売新聞 2011年8月29日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

読売新聞 

2012年3月29日 

 

 

↑月刊「音楽の友」誌 2012年7月号に、プラハ・ 

ドヴォルザークホールで開催した「東日本大震災・追悼チャリティーコンサートのレビューが掲載されました。このコン

サートには、神戸と東京から声楽ソリスト（プロジェクトの指導者でもある）5人と合唱団有志17人が参加し、地元の 

キューン合唱団、そしてプロ・オーケストラのプラハ・フィルと共演しました。 



 

沖縄タイムス 2012年6月19日                

 

福島民報 2012年11月20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年11月18日、津波により団員が何名も犠牲 

となった南相馬市の合唱団「ゆめはっと合唱団」 

の定期演奏会において、2011年10月に東京で初演 

した和合亮一：作詩、上田益：作曲の混声合唱組曲 

「黙礼」が演奏されました。 

 

このことをきっかけに、南相馬でのプロジェクト 

実施と、2013年1月の神戸・追悼コンサートへの 

「ゆめはっと合唱団」出演が決まり、東日本大震災 

被災地で仙台に次いで、南相馬でも活動が始まる 

ことになりました。 

 

 

福島民友 2012年11月20日 

 

 

 



読売新聞 2013年1月12日                              

     福島民友 2013年1月19日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸新聞 2013年1月15日                          福島民報 2013年1月19日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

福島民報 2014年2月18日                       福島民報 2014年3月30日 

 

福島民報 2014年4月7日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



デーリー東北 2014年7月25日 

 岩手日報 2014 年 7 月 26 日 

 岩手日報 2014年7月29日 

神戸新聞 2014 年 7 月 24 日 

  



 神戸新聞 2014 年 8 月 3 日 

 

 

 

長崎新聞 2014年7月8日   

 

 

 

長崎新聞 8月18日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



月刊「音楽の友」誌 2014年12月号 

 

                               河北新報 2014年10月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

                                  

 

 

 

 

                               朝日新聞 2014年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎新聞 

2014年 

10月29日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



読売新聞 2014年11月23日 ↓ 

 

 

 

 

 

琉球新報 2015年6月23日 沖縄戦終結70年の慰霊

の日に開催された各コンサート記事は、レクイエム・

プロジェクト沖縄2015の紹介に加え、写真が使用 

されています。↓ 

 

 

← 沖縄タイムス 2015年6月14日 

                 ↓ 琉球新報 2015年6月14日 

 

 

 



 

長崎新聞 2015年5月26日 

長崎新聞 2015年9月23日 浦上天主堂で開催した被爆70年の 

追悼コンサートの記事が1面に掲載 されました。↓ 

 

 

沖縄タイムス 2015年10月24日 

 

 

長崎2015コンサートに参加した沖縄の児童合唱団員 

たちは、平和公園で献花した後、原爆資料館の見学、 

被爆者の方によるお話を聞き、沖縄戦とはまた違う戦争

の惨禍に触れました。 

  



日本経済新聞 2015年8月 

 

 

 

 岩手日報 2016年5月3日 

 

 

 

 

 

 

 

ハンナ2016年5月号掲載 

（月刊ショパン姉妹誌） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



神戸新聞 2016年11月26日 

 

 

 

 

2016年のバチカン・イタリア特別 

公演において、アッシジの聖フラン

チェスコ聖堂で初演し、それに先立

ちローマ法王に献呈する栄誉を与え

られた「ミサ・ブレヴィス～平安へ

の祈り」の録音記事です。 

KOBEルミナリエ2016の音楽CD 

に特別収録し、期間中会場でも流れ

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日新聞 2017年1月23日   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜たくさんのお力添えに、心から感謝申し上げます＞ 

 

工藤欣三郎 様、佐伯康則 様 

緋田芳江 様、北爪かおり 様、栗木充代 様、眞木喜規 様、橘 茂 様 

林 葉子 様、陶山薫子 様、河村泰子 様 

本宮廉子 様、横町あゆみ 様、大塚雅仁 様、田所夕紀 様 

佐賀慶子 様、平川敬子 様、菅原紀子 様、千葉祥子 様 

大島久美子 様、大下枝里子 様、柳原真希 様 

大岩しのぶ 様、ゲイル徳子 様、小林友美 様、廣﨑 恵 様 

● 

各地域のレクイエム・プロジェクト実行委員の皆様 

各地域のレクイエム・プロジェクト合唱団員の皆様 

● 

松川暢男 様、大堀 哲 様、志岐光昭 様、西郷寛子 様、大友靖雅 様、我妻雅崇 様 

吉田学史 様、岩永崇史 様、城間 正 様、田前義徳 様 

奥平めぐみ 様、城間尚子 様 

● 

和合亮一 様、伊波希厘 様、宇部京子 様、上田由美子 様 

● 

菅 英三子 様、佐藤順子 様、髙山圭子 様、松本佳代子 様、八川浩子 様 

中川詩歩 様、下村美穂 様、熊谷隆彦 様、小藤洋平 様、田尻 健 様、松原 陸 様 

今田陽次 様、坂口寿一 様、池端 歩 様、今泉仁志 様、高橋正典 様 

石塚幹信 様、新見準平 様、佐々木洋平 様、時宗 務 様 

これまでにご協力いただいた声楽家の皆様 

● 

森 悠子 様、長岡京室内アンサンブルの皆様 

仙台フィルハーモニー管弦楽団の皆様 

九州交響楽団・永田 明 様、長崎公演でご出演いただいているオーケストラの皆様 

村上ひろみ 様、朝永侑子 様、細江真弓 様、木村正雄 様、木村直子 様 

佐藤麻以子 様、佐々木 悠 様 

● 

千葉久美子 様、佐藤若子 様、けせん第九を歌う会の皆様 

伊藤祥子 様、高田合唱団の皆様 

永田恵子 様、ゆめはっと合唱団の皆様 

右近大次郎 様、ハイドンコレギウム合唱団の皆様 

関 健一 様、飯野混声合唱団の皆様 

活水中学校・高等学校 様 

鶴渕信子 様、船越しのぶ 様、浦添少年少女合唱団の皆様 

野原樹子 様、根路銘千香 様、沖縄・名護ジュニアコーラスの皆様 

渡具知 愛 様、城岳混声合唱団の皆様、うまんちゅ混声合唱団の皆様 

甲田 潤 様、弓田真理子 様、すみだ少年少女合唱団の皆様 

西牧 潤 様、宝塚少年少女合唱団の皆様 

● 

森須奏絵 様、半嶺めぐみ 様、新山麻美 様、永田素彦 様、森 知子 様 

● 

(株)ケー・エフ・シー 様、高田俊太 様 

三菱東京UFJ銀行 様 

(株)ジーベック 様、三井康嗣 様、岡部翔子 様、岩本愛美 様 

グラフィック・デザイナー 和田 忠 様 

クラップス 様 

コプロス(株) 様 

(公財)音楽の力による復興センター・東北 様 

● 

辰巳満次郎 様 

渥美公秀 様、稲場圭信 様、戸石伸泰 様、原 令子 様、ゾルガ植杉加奈子 様 

矢川ピアノ工房・矢川光則 様 

  (株)エムセックインターナショナル 様、丸尾直史 様、岩本絵美 様 

高田信子 様、高田 薫 様 

 

そのほか、本当にたくさんの皆様 
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